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１ はじめに 

 学習指導要領研究委員会では令和３年度から３年計

画で改訂版教科書と従前の教科書との比較を行う予定

である。改訂前との変更点を知ってもらい、授業で役

立ててもらいたい。 

 また、Ⅰ・ＡやⅡ・Ｂと同様に、各章の表紙が見開き

１ページとなっている。QRコードから関連情報を閲覧

できたり、各分野の目標などがわかりやすく記述され

たりしている。 

 本年度は３年目として、数学Ⅲ・Ｃの教科書の比較

を行いたい。現行の教育課程となって、複素数平面や

式と曲線が数学Ⅲから数学Ｃに移動するなどの大きな

変更も見られるため、変更内容を詳細にみていきたい。 

 

２ 数学Ⅲ 

(1) 関数 

  ア 内容の対比 

新課程教科書 旧教科書 

 １．分数関数   １．分数関数  

 ２．無理関数  ２．無理関数 

 ３．逆関数と合成関数   ３．逆関数と合成関数  

 問題  問題 

演習問題 演習問題 

新旧過程の教科書で変化なし 

 

イ 特徴・考察 

   (ｱ) 分数関数 

   ・「式と曲線」が数学 Cに移行したため、直角双 

曲線の説明が追加されている。 

    ・「分数関数のグラフと性質」という表現から、

「分数関数 y =
𝑘

𝑥−𝑝
+ 𝑞 のグラフと性質」と

いう表現に変わっている。 

   ・問２の下段に「深める」が追加されている。 

   (ｲ) 無理関数 

   ・ 𝑦 = √𝑎𝑥のグラフの記述の位置が上段に移動   

している。 

    ・「無理関数のグラフと性質」という表現から「無

理関数 y = √𝑎(𝑥 − 𝑝) のグラフと性質」とい

う表現に変わっている。 

   (ｳ) 逆関数と合成関数 

    ・逆関数の定義域と値域、元の関数の値域と定

義域に色が付けられ、対応関係が分かりやす

くなっている。 

    ・合成関数を説明する図が追加されている。 

    ・(𝑔 ◦ 𝑓)(𝑥)  と (𝑓 ◦ 𝑔)(𝑥) の計算が１行で

書かれるようになった。 

    ・練習 19の下段に「深める」が追加されている。 

    ・あみだくじの Columnが削除されている。 

   (ｴ) 問題 

    ・問題７が該当する合成関数を説明した記述を 

選ぶ問題に変わっている。 

   (ｵ) 演習問題 

    ・旧課程の教科書から変更なし 

 

(2) 極限 

   ア 内容の対比 

新課程教科書 旧教科書 

第１節 数列の極限 第１節 数列の極限 

 １． 数列の極限  １． 数列の極限 

 ２． 無限等比数列  ２． 無限等比数列 

 ３． 無限級数  ３． 無限級数 

 問題  問題 

第２節 関数の極限 第２節 関数の極限 

 ４．関数の極限  ４．関数の極限 

 ５．三角関数の極限  ５．三角関数の極限 

 ６．関数の連続性  ６．関数の連続性 

 問題  問題 

演習問題 演習問題 

新旧過程の教科書で変化なし 

 

 

 



イ 特徴・考察 

  (ｱ) 数列の極限 

   ・応用例題１の下段に「深める」が追加されて 

いる。 

  (ｲ) 無限等比数列 

   ・旧課程の応用例題３は新課程では例題３とな 

っている。 

  (ｳ) 無限級数 

   ・無限級数の収束と発散という記述がより上段に  

表記されるようになっている。 

   ・フィボナッチ数列に関する極限が Columnに 

追加されている。 

  (ｴ) 問題 

   ・旧課程の教科書、問題５(2)が消去されている。 

 ・公比 𝑟 の無限等比数列と無限等比級数の収束す

る条件を 𝑟 の値で場合分けして求める問題７が

追加されている。 

  (ｵ) 関数の極限 

   ・極限について、両側極限が一致する場合と一致

しない場合の記述の順番が逆になっている。 

   ・例９のグラフで、右側極限と左側極限を表す矢

印が色分けされている。 

   ・グラフ上で 𝑥 →±∞ を表す矢印が色分けされ

ている。 

   ・指数関数、対数関数の極限で「Link 考察」マー

クが付けられる。 

  (ｶ) 三角関数と極限 

   ・旧課程の教科書から変更なし 

  (ｷ) 関数の連続性 

   ・中間値の定理が成り立つ説明と定理の紹介が同

一ページで表記されるようになった。 

   ・練習 39 の下段に「深める」が追加されている。 

  (ｸ) 問題 

   ・旧課程の教科書問題 10（半径 𝑟 の円に内接する

正 𝑛 角形の面積）が新課程では問題 14に配置さ

れた。 

  (ｹ) 演習問題 

   ・旧課程の教科書から変更なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 微分法 

  ア 内容の対比 

新課程教科書 旧教科書 

第１節 導関数  

 １．微分係数と導関数  １．微分係数と導関数 

 ２．導関数の計算  ２．導関数の計算 

第２節 いろいろな関

数の導関数 

 

 ３．いろいろな関数の

導関数 

 ３．いろいろな関数の 

導関数 

 ４．第 𝑛 次導関数  ４．第 𝑛 次導関数 

 ５．関数のいろいろな

表し方と導関数 

 ５．関数のいろいろな

表し方と導関数 

 

   旧教科書では節分けされていなかったが、新課程

教科書から節分けが行われている。 

 

イ 特徴・考察 

   (ｱ) 微分係数と導関数  

     ・練習２の下部に「深める」の欄が追加されて

おり、微分可能でない点の追加問題が掲載さ

れている。  

   (ｲ) 導関数の計算  

     ・旧課程から変更なし  

   (ｳ) いろいろな関数の導関数  

     ・ネイピア数の定義の下部に「深める」の欄が 

追加されており、ネイピア数の他の求め方に

ついての問題が掲載されている。  

   (ｴ) 第 𝑛 次導関数 

     ・旧課程から変更なし  

   (ｵ) 関数のいろいろな表し方と導関数  

     ・２次曲線が数学Ｃに移動したため、放物線、

楕円、双曲線の一覧が記載されている。  

     ・媒介変数表示と導関数の冒頭の説明が変更さ

れ、丁寧な表現になっている。  

     ・２次曲線が数学Ｃに移動したため、媒介変数

表示の説明が簡単にされている。  

   (ｶ) 問題  

     ・節分けされたことで、節末の問題が増えてお

り、章末問題にあった内容が、増幅されて演

習問題に移動しているものもあった。 

 

 

 

 

 



(4) 微分法の応用 

ア 内容の対比 

新課程教科書  旧教科書  

第１節 導関数の応用  第１節 導関数の応用  

 １．接線と法線   １．接線と法線  

研究 方程式の重解と

微分 

研究 方程式の重解と

微分 

 ２．平均値の定理    ２．平均値の定理   

発展 平均値の定理の

証明 

発展 平均値の定理の

証明 

 ３．関数の値の変化    ３．関数の値の変化   

 ４．関数の最大と最小   ４．関数の最大と最小  

 ５．関数のグラフ   ５．関数のグラフ  

 ６．方程式，不等式へ

の応用  

 ６．方程式，不等式へ

の応用  

第２節 速度と近似式  第２節 速度と近似式  

 ７．速度と加速度   ７．速度と加速度  

 ８．近似式   ８．近似式  

発展 １次と２次の近

似式 

発展 １次と２次の近

似式 

 

イ 特徴・考察 

  (ｱ) 接線と法線  

    ・旧課程から変更なし 

  (ｲ) 平均値の定理  

    ・平均値の定理における図の場所が、定理の場所

から図形的な意味の説明の場所に変更されて

いる。 

   ・平均値の定理の説明の下部に「深める」の欄が

追加されており、平均値の定理を用いることが

できるか確認する問題が掲載されている。 

  (ｳ) 関数の値の変化  

    ・旧課程から変更なし 

  (ｴ) 関数の最大と最小  

    ・旧課程から変更なし 

  (ｵ) 関数のグラフ  

    ・変曲点の説明時、グラフを挿入して視覚的に分

かりやすいよう、工夫がされている。 

  (ｶ) 方程式、不等式への応用  

    ・旧課程から変更なし 

  (ｷ) 速度と加速度  

    ・平面上の点の運動でベクトルの考え方が出てく

るため、ページの下部で、この章で必要なベク

トルの事柄を巻末にまとめたことが記載され

ている。 

  (ｸ) 近似式  

    ・旧課程から変更なし 

  (ｹ) 問題  

    ・問題から演習問題への移動や、新設問題がいく

つか見られ、演習問題は特に新設問題が増加し

ている。 

 

(5) 積分法 

 ア 内容の対比 

新課程教科書  旧教科書  

第１節 不定積分  第１節 不定積分  

１．不定積分とその基 

本性質  

１．不定積分とその基

本性質  

 ２．置換積分法   ２．置換積分法  

 ３．部分積分法   ３．部分積分法  

 ４．いろいろな関数の

不定積分  

 ４．いろいろな関数の

不定積分  

第２節 定積分  第２節 定積分  

５．定積分とその基本

性質  

 ５．定積分とその基本

性質  

 ６．定積分の置換積分

法  

 ６．定積分の置換積分

法  

 ７．定積分の部分積分

法  

 ７．定積分の部分積分

法  

研究  ∫ sin2 𝑥 𝑑𝑥
𝜋

2
0

 の   

値 

研究  ∫ sin2 𝑥 𝑑𝑥
𝜋

2
0

 の 

  値 

研究  ∫ 𝑒𝑥 sin 𝑥 𝑑𝑥
𝜋

2
0

，

∫ 𝑒𝑥 cos 𝑥 𝑑𝑥
𝜋

2
0

の値 

研究  ∫ 𝑒𝑥 sin 𝑥 𝑑𝑥
𝜋

2
0

，

∫ 𝑒𝑥 cos 𝑥 𝑑𝑥
𝜋

2
0

の値 

 ８．定積分の種々の問

題  

 ８．定積分の種々の問

題  

 

イ 特徴・考察 

  (ｱ) 不定積分とその性質  

    ・積分表記の注意について、一般化した関数  𝑓(𝑥)

についても記述されている。 

  (ｲ) 置換積分法  

    ・例題１の下部に「深める」の欄が追加されてお

り、別の置換で解く問題が記載されている。 

  (ｳ) 部分積分法  

    ・旧課程から変更なし 

  (ｴ) いろいろな関数の不定積分  

    ・旧課程から変更なし 

  (ｵ) 定積分とその基本性質  



    ・定積分の性質を、１～６まで縦一列に並べるた

め、「定積分が面積を表す」という説明を、図

を小さくすることでコンパクトにしてある。 

  (ｶ) 定積分の置換積分法  

    ・練習 20 の下部に「深める」の欄が追加されて

おり、不定積分同様、別の置換で解く問題が記

載されている。 

  (ｷ) 定積分の部分積分法 

    ・旧課程から変更なし 

  (ｸ) 定積分の種々の問題 

    ・旧課程から変更なし 

  (ｹ) 問題 

    ・問題の増減や移動が多い。特に、演習問題は大

きく増加している。 

 

(6) 積分法の応用 

  ア 内容の対比 

新課程教科書 旧教科書 

 １．面積   １．面積  

 ２．体積   ２．体積  

研究 一般の回転体の

体積  

研究 一般の回転体の

体積  

 ３．曲線の長さ   ３．曲線の長さ  

 ４．速度と道のり   ４．速度と道のり  

発展 微分方程式  発展 微分方程式  

 

イ 特徴・考察 

(ｱ) 面積  

    ・曲線 𝑥 = 𝑔(𝑦) で定まる図形の面積の、練習問

題の下部に「深める」の欄が追加されており、

等式が成り立つことを、グラフを用いて確認す

る問題が記載されている。 

    ・応用例題２の下部に「注意」の欄が追加されて

おり、サイクロイドを扱ったページ数が明記さ

れている。 

  (ｲ) 体積  

    ・旧課程から変更なし 

  (ｳ) 曲線の長さ  

    ・旧課程から変更なし 

  (ｴ) 速度と道のり  

    ・旧課程から変更なし 

  (ｵ) 問題  

    ・問題では、軌跡とその長さに関する問題が追加

されており、演習問題では曲方程式を用いた問

題に図や補足が追加されている。 

 

３ 数学Ｃ 

(1) 平面ベクトル 

  ア 内容の対比 

新課程教科書 旧教科書（数学Ｂ） 

第１節 平面上のベクト

ルとその演算 

第１節 平面上のベクト

ルとその演算 

 １． 平面上のベクトル  １． 平面上のベクトル 

 ２． ベクトルの演算  ２． ベクトルの演算 

 ３． ベクトルの成分  ３． ベクトルの成分 

 ４． ベクトルの内積  ４． ベクトルの内積 

研究 三角形の面積 研究 三角形の面積 

問題 問題 

第２節 ベクトルと平面

図形 

第２節 ベクトルと平面

図形 

 ５．位置ベクトル  ５．位置ベクトル 

 ６．ベクトルと図形   ６．ベクトルと図形  

 ７．ベクトル方程式   ７．ベクトル方程式  

 研究 点と直線の距離   研究 点と直線の距離  

 問題  問題 

演習問題 演習問題 

研究 点の存在範囲の図

示 

「点の存在範囲の図示」が研究として表記された。 

 

イ 特徴・考察 

  (ｱ) 平面上のベクトル 

   ・有向線分とベクトルの記述が下段に落とされる。 

   ・最初のページの最下段に「深める」が追加され 

ている。 

  (ｲ) ベクトルの演算 

   ・ベクトルの演算の導入が、多項式の演算に絡め

た表記となっている。  

   ・例５の下段に「深める」が追加されている。  

  (ｳ) ベクトルの成分 

   ・ベクトルの大きさを考える場面で、図が追加さ   

れた。 

  (ｴ) ベクトルの内積 

   ・「  𝑎⃗⃗⃗  =  0⃗⃗⃗   は  𝑏 ⃗⃗⃗⃗ =  0⃗⃗⃗  」と「 𝑎 ⃗⃗⃗⃗ ∙  𝑏 ⃗⃗⃗⃗ = 0」の点線の 

下線が削除され、「内積」と「実数」に点線の下

線が追加された。 

・ベクトルのなす角において、 cos 𝜃 =
�⃗� ⋅�⃗� 

|�⃗� ||�⃗� |
 の表 

 記のみで成分を用いた表記は削除された。 

  (ｵ) 三角形の面積 

   ・旧課程の教科書から変更なし 



  (ｶ) 問題 

・問題の配置換えや差し替えが行われている。 

・問題４の図で、図示されていたベクトルが削除

されている 

  (ｷ) 位置ベクトル 

   ・問 11が削除され、下段に「深める」が追加され

ている。 

   ・外分点の位置ベクトルを取り上げたところに

「Link 考察」の表示がついている。 

・問 12(1)～(4)の４問構成だったものが、 

例 13(1)、(2)の２問構成に変更してある。 

   ・「三角形の重心の位置ベクトル」に「Link イメ  

ージ」の表示がついている。 

  (ｸ) ベクトルと図形 

   ・応用例題２の下段に「深める」が追加されてい

る。 

  (ｹ) ベクトル方程式 

   ・媒介変数という言葉以外に、パラメータも登場

している。合わせて、パラメータ表示という記述

も登場した。 

   ・点Ｐの位置を考察する場面では、「Link 考察」

の表示がついている。 

   ・「△OAB の周および内部」の点線の下線が削除

され、太字で表記された。 

   ・練習 35 が削除され、練習 34 は「深める」とし

て下段に登場している。 

  (ｺ) 点と直線の距離 

・旧課程の教科書から変更なし 

  (ｻ) 問題 

   ・練習 10 が削除され、配置換えが行われている。 

・練習 13には、速さを扱った問題が追加されてい  

る。 

  (ｼ) 演習問題 

・問題の配置換えが行われている。 

・平行四辺形と面積比を扱った問題が追加された。 

・点Ｐの存在範囲を求める問題が「研究」扱いとな

っている。 

  (ｽ) 点の存在範囲の図示 

   ・斜交座標における点の存在範囲が扱われるよう

になった。 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 空間ベクトル 

 ア 内容の対比 

新課程教科書 旧教科書（数学Ｂ） 

 １．空間の座標  １．空間の座標 

 ２．空間のベクトル  ２．空間のベクトル 

 ３．ベクトルの成分  ３．ベクトルの成分 

 ４．ベクトルと内積  ４．ベクトルと内積 

 ５．位置ベクトル  ５．位置ベクトル 

 ６．ベクトルと図形  ６．ベクトルと図形 

 ７．座標空間における

図形 

 ７．座標空間における

図形 

 研究 平面の方程式  研究 平面の方程式 

 研究 直線の方程式  研究 直線の方程式 

 問題  問題 

演習問題 演習問題 

 

イ 特徴・考察 

  (ｱ) 空間の座標 

   ・空間の点Ｐを通る３つの平面の記述部分に「Link 

イメージ」の表示がついている。 

   ・「点Ｐの座標をＰ(a, b, c)と書く」と、丁寧に説

明されるようになった。 

  (ｲ) 空間のベクトル 

  ・ベクトルの分解で、「ただ１通り」に点線の下線

が追加された。 

  (ｳ) ベクトルの成分 

   ・「成分表示」という言葉が、本文中に太字で登場

し、説明がされている。 

   ・ 𝐴𝐵⃗⃗⃗⃗⃗⃗  の成分の計算で、欄外に 𝐴𝐵⃗⃗⃗⃗  ⃗ = 𝑂𝐵⃗⃗ ⃗⃗  ⃗ − 𝑂𝐴⃗⃗ ⃗⃗  ⃗ の 

記述が追加されている。 

  (ｴ) ベクトルの内積 

   ・内積の性質、ベクトルのなす角、内積と成分の関

係式が別枠でまとまられている。平面と同様に、

ベクトルのなす角については、成分を使った表

記が削除されている。 

   ・内積と成分の関係式下段に「深める」が追加され、

証明に言及されている。 

  (ｵ) 位置ベクトル 

   ・旧課程の教科書から変更なし 

  (ｶ) ベクトルと図形 

   ・例題３に「Link イメージ」の表示がついている。 

   ・発展「平面ＡＢＣ上の点Ｐの位置ベクトル」に図 

が追加されている。 

(ｷ) 座標空間における図形 

   ・旧課程の教科書から変更なし 



  (ｸ) 平面の方程式 

・平面の方程式の一般系ax+by+cz+d=0が扱われて

いる。 

   ・例１が削除され、練習問題のみとなっている。 

   ・平面上にない点から平面までの距離の公式が扱

われるようになった。 

  (ｹ) 直線の方程式 

   ・媒介変数という言葉だけでなく、パラメータ、パ

ラメータ表示も扱われている。 

  (ｺ) 問題 

   ・配置換えが行われている。 

   ・問題５が削除され、平面上にない点から平面に

下した垂線の足の座標を求める問題が追加され

ている。 

  (ｻ) 演習問題 

   ・旧課程の教科書から変更なし 

   ・Column「地球は動いている」が削除されている。 

(3) 複素数平面 

  ア 内容の対比 

新課程教科書 旧教科書 

１．複素数平面 １． 複素数平面 

２．複素数の極形式と 

乗法，除法 

２． 複素数の極形式と 

乗法，除法 

３．ド・モアブルの定理 ３．ド・モアブルの定理 

４．複素数と図形 ４．複素数と図形 

イ 特徴・考察 

   (ｱ)  複素数平面について 

    ・冒頭で、学習内容についての説明が追加され

ている。 

    ・複素数の加法，減法に関する内容の下部に、複

素数の和とベクトルの和の関連性について表

記が追加されている。 

    ・共役な複素数に関する練習において、問題内

容が変更されている。 

    （旧）実部と虚部を 𝛼 と 𝛼 で表せ。 

    （新）実部が 
𝛼+𝛼

2
 ，虚部 

𝛼−𝛼

2𝑖
 であることを 

示せ。 

   (ｲ) 複素数の極形式と乗法，除法について 

    ・冒頭で、学習内容についての説明が追加され

ている。 

      ・複素数の積と商の図形的な意味に関する説明 

において、点Ｐと点Ｑを入れ替えている。そ  

れに 伴い、その後の問の表記を説明に合わ  

せた出題に変更している。 

   (ｳ) ド・モアブルの定理について 

   ・冒頭で、学習内容についての説明が追加され 

ている。 

    ・ 𝑛 乗根に関する内容の中に、「深める」の項目

で、「等式を証明」と「方程式の解の図示から

の読み取り」の問題が提示されている。 

    ・ 𝑛 乗根に関する内容の最後に、 𝑧𝑛 = 1 を利

用した例題と練習が１題ずつ追加されている。 

   (ｴ) 複素数と図形について 

    ・線分の内分点、外分点に関する内容の下部に

複素数における線分の分点とベクトルの関連

性についての表記が追加されている。 

    ・方程式の表す図形に関する練習において、方

程式を満たす点全体の集合を図示させる練習

の小問が１題追加されている。 

   （新） |𝑧 + 𝑖| = |𝑧 − 3𝑖| 

    ・アポロニウスの円に関する説明がより詳細に

提示されている。 

    ・方程式の表す図形に関する説明の最後に「深

める」の項目で、「点がどのように移動したの

かを説明」の問題が提示されている。 

   (ｵ) 章末問題について 

   ・極形式で表す問題が削除されている。 

   ・累乗の計算問題が１題減になっている。 

    ・「原点を中心に回転させた点の座標」、「三角形

の頂点から下ろした垂線が１点で交わること

の証明」を問う問題が２題追加されている。 

 

(4) 式と曲線 

  ア 内容の対比 

新課程教科書 旧教科書 

第１節 ２次曲線 第１節 ２次曲線 

 １．放物線  １．放物線 

 ２．楕円  ２．楕円 

 ３．双曲線  ３．双曲線 

 ４．２次曲線の平行移

動 

 ４．２次曲線の平行移

動 

 ５．２次曲線と直線  ５．２次曲線と直線 

 ６．２次曲線の性質  ６．２次曲線の性質 

第２節 媒介変数表示

と極座標 

第２節 媒介変数表示

と極座標 

 ７．曲線の媒介変数表

示 

 ７．曲線の媒介変数表

示 

 ８．極座標と極方程式  ８．極座標と極方程式 

 ９．コンピュータとい

ろいろな曲線 

 ９．コンピュータとい

ろいろな曲線 

 



イ 特徴・考察 

  数学Ｃが新設されたため、数学Ⅲの第２章から

数学Ｃの第４章へ再編されている。 

   (ｱ) 放物線について 

    ・冒頭で、学習内容についての説明が追加され

ている。 

   (ｲ) 楕円について 

    ・冒頭で、学習内容についての説明が追加され

ている。 

    ・楕円に関する説明の中で、基本的な楕円の図

が追加されている。 

    ・焦点が 𝑦 軸上にある楕円の練習が１題削除さ

れている。 

   ・円と楕円に関する練習が１題削除されている。 

    ・円と楕円に関する内容の最後に、「深める」の

項目で、「一般式の証明」の問題が追加されて

いる。 

   (ｳ) 双曲線について 

    ・冒頭で、学習内容についての説明が追加されて

いる。 

    ・漸化式に関する説明の表記が変更され、より理

解しやすくなっている。 

    (ｴ) ２次曲線と直線について 

     ・冒頭で、学習内容についての説明が追加されて

いる。 

    ・２次曲線と直線の共有点に関する「深める」で  

は、「放物線と 𝑥 軸に平行な直線」と「双曲線  

と直線」の共有点の個数を問う問題が提示さ  

れている。 

   (ｵ) ２次曲線の性質について 

    ・２次曲線の性質に関する練習において、座標や

直線、比が変更されている。 

   (ｶ) 節末問題について 

・軌跡を求める大問が１題削除、２次曲線と直 

線の２つの交点の中点と線分の長さを求める

小問が１題削除、三角形が存在するための必要

十分条件とそれ満たす点の範囲を図示させる

大問が追加されている。 

   (ｷ) 曲線の媒介変数表示について 

    ・冒頭で、学習内容についての説明が追加されて

いる。 

    ・サイクロイドに関する説明の中で、拡大図が挿

入され、理解しやすくするための工夫がなされ

ている。  

   (ｸ) 極座標と極方程式について 

    ・極座標に関する説明の表記において、「 𝜃 を任

意の数として」が削除されている。 

・極方程式に関する説明の中で、「一般に極座標

(𝑟, 𝜃)の 𝑟 は 𝑟 ≥ 0 であるが」と補足されている。 

   ・極方程式の練習に関して、１題が変更されてい

る。 

    （旧）𝑟 cos 𝜃 = 1 

    （新）𝑟 cos 𝜃 = 3 

  ケ コンピュータといろいろな曲線について 

   ・極方程式で表された曲線に関して、正葉曲線，リ

マソン、カージオイドの説明が削除されている。

その代わりに、後見返しで正葉曲線については、

扱っている。 

  コ 節末問題について 

   ・軌跡を媒介変数を用いて表す大問が削除され、 

証明問題が追加されている。 

 

(5) 数学的な表現の工夫 

  ア 内容の対比 

新課程教科書 旧教科書 

１．データの表現方法の工夫  

２．行列による表現  

３．離散グラフによる表現  

４．離散グラフと行列の関連  

 

イ 特徴・考察 

 現行の過程にはなかった章である。日常の事象   

や社会の事象における問題を解決方法として、図・

表・統計グラフや離散グラフ、行列など数学が活

用されていることについて説明されている。 

    (ｱ) データの表現方法の工夫について 

    ・「各世帯における１か月間の支出金額の内訳」  

などの日常の事象や「ある工場で１年間に製  

造された製品の不良品」や「日本の事業所・

企業の経済活動の状況」などの社会の事象に

関するデータを、種類や目的に応じてパレー

ト図やバブルチャートを用いて表現させたり、

そこから正しく読み取る能力を身に付けさせ

る問題が設定されている。 

   (ｲ) 行列による表現について 

 ・表のような数値の集まりを１つの対象とし    

て表現する方法の１つに「行列」があること 

を認識させ、問題解決のための「行列」の加 

法や減法、実数倍、乗法について考える問題 

が設定されている。 

   (ｳ) 離散グラフによる表現について 

     ・日常の事象を「一筆書き」という手法で表現  

させ、それらを「離散グラフ」として数学的 



に捉え、考察させる問題が設定されている。 

   (ｴ) 離散グラフと行列の関連について 

    ・「離散グラフ」を「行列」で表すことにより、

計算を可能にし、数学的な問題解決へ向けての

思考力・判断力・表現力を養う問題が設定され

ている。 

 

４ まとめ 

  今回の改訂では、教科書全体のデザインとして、カ  

ラーでフォントや図・グラフなどが見やすくなってい 

ることや、式の途中の注釈が吹き出しとなり見やすく 

なっていること、説明が詳細になっていること。また、 

全体を通し、各章の最初に目標が記載されており、この 

章を学ぶことでどのような力が身に付くか理解できる 

ようになっている。このように、生徒の学習の為に多数 

の細かな配慮が見られる。 

  また、巻末に総合問題や数学と世の中のつながりが 

分かる内容が追加されており、数学が活用されている  

具体例が多数含まれてあったため、意欲的な生徒の興 

味を刺激し、高度な数学への関心を高めるような工夫 

が見られた。 

生徒たちに数学の授業を通し、「数学の良さ」や「数

学の有用性」などを実感させるため、今回の新教科書

の研究 や演習等に用いる問題の研究をはじめ、日々

の授業研究に励んでいきたい。 
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